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論文内容の要旨





















第 7 章では，蛍光体の ESRを測定する乙とにより，母体結晶中の付活剤の位置と発光強度の関係を調
べ，高い還元温度は付活剤がCaS母体格子中の Ca2 + 位置に置換させる乙とを明らかにしている。
第 8 章では， CaS:Ceを保存するさいに実用上問題となる水蒸気の影響について調べ， CaS:Ceは容
易に水と反応し，最終的に CaS03 ・ 1/2H 2 0K変化するととを明確にしている。










(3) 水素ガス気流中あるいは硫黄を添加した水素ガス気流中の 2 種類の還元雰囲気がCaS:Ceの発光強
度iと及ぼす影響について述べ，硫黄の添加は発光強度を増加させるととを明確にしている。
(4) 球状亜硫酸カルシウム半水和物を硫化水素ガス気流中で還元する乙とで，乙れまで得る乙とのできな







(7) 実用上問題となる水蒸気の影響わいて調べ， CaS :Ce は容易に水と反応し，最終的問 a S0 3 ・す
H20に変化することを明確にしている。
以上のように本論文は，新規な硫化カルシウム蛍光体の作製方法を開発し，その作製過程およびその特
性を明らかにしている。乙れらの結果は未来の表示素子の開発に寄与すると乙ろが大きい。よって，本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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